
今年は中秋の名月に、特養のユニットのみなさんとお月見だんごをつくりました。季節の行事を大
切にされている利用者さんが多くて、昔の作法を教えてくれたり、「茹でる」「茹でない」で意見が分か

れたり（笑）、「みんなで記念撮影しましょう」と提案してくれたりもして、すごく盛り上がって楽しかった。

当日の写真や動画をアップしたケアコラボに、ご家族からたくさんの反応があったのもうれしかったです

ね。ケアコラボでは、普段からできるだけ、利用者さんが今どんなふうに過ごしているかをご家族にお
伝えするように心がけています。ときには体力が低下している状態をお知らせしなければならないこと

もありますが、コメントをいただけると、ご家族と一緒にケアをしている感覚をもてるし、私自身がいつ

も勇気づけられています。

「杜の家くりもと」で働きはじめて14年経ちますが、ケア記録にスマホを活用するようになって、身に

つけるものもエプロンからポシェットに変えました。スマホや仕事道具をいろいろ詰め込めるし、動きや
すくて便利で。変わらず毎日使っているのはスタバのマイボトル。出勤前に紅茶をいれて持参して、仕
事の合間にひと息つきます。いまは2本目で、誕生日に家族がプレゼントしてくれたものを愛用中です。

うちは大家族で、祖父、両親、旦那、3人の息子と8人暮らしだから、仕事から帰ったあともバタバタ

ですね……3兄弟はヤンチャでなかなか言うことを聞いてくれないし（笑）。休みの日は、彼らがアウトドア
好きなので、山登りやカヌー体験、クワガタ探しなど、一緒になって楽しく遊んでいます。疲れたときは、

昔から大好きなジャニーズの動画を観れば、元気をもらえてすぐ回復します（笑）。中学生の頃、ジャ
ニーズ好きの母の影響でファンになって20年以上、コロナ禍になるまではライブやミュージカルにも母と

よく行ってました。大切なグッズもたくさん。私のいちばんは嵐、特に松潤が大好きです。

ガ
ク
ナ
ビ

2022.12

Winter

AGE

36

林
麻
里
江
さ
ん
の

6
つ
の
こ
と

杜
の
家
く
り
も
と

施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部 

生
活
支
援
課

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

今
号
の
表
紙

ジ
ャ
ニ
ー
ズ

ポ
シ
ェ
ッ
ト

3兄弟

お
月
見
だ
ん
ご

スタバのマイボトル

ケアコラボ

MAR I E
HAYASH I



「ねたきり車いす生活」から在宅へ
  あ そ う 　

麻生 

しょうじ

祥二さんご家族インタビュー

帰宅日の夜に、会いたかったコニーとたわむれる祥二さん

text : 
杜の家なりた
奥住 比沙子

text : 
栗源事業部
濱地 紀尚

誰よりも輝け、その汗！  
農林事業課 大西

 か ず ま  

一馬さん

2021年4月、相談員は恵利さんからこんな相談をうけた。「面会の

たびに本人が自宅に帰りたいと言っているんです」。ケアコラボには

「家に帰りたい」「（愛犬の）コニーに会いたい」という言葉が記録され

ている。職員や家族、本人とで面談を重ね、各専門職が自宅を訪問

した。生活環境や家族でも対応できる介護方法を検討し、自宅復帰

に向けて準備することとなった。

自分が介護をするという選択には覚悟が必要だったのではないかと、

恵利さんに聞いてみた。「正直、1年半も面会の制限があって、本人

の様子がケアコラボでしか分からなかったので気構えていました。で

も思っている以上に本人ができることも多く、家に帰るなら今しかな

いと思ったんです」と振り返る。「だめだったとしても、戻れる場所が

あるので安心して踏み切ることができました」。

その年の9月に祥二さんは「杜

の家なりた」の特養を退所し、現

在はデイサービスとショートステイ

を利用しながら在宅生活をしてい

る。「僕はね、今の生活が好きな

んですよ」。この言葉の背景に家

族の存在は欠かせない。私たち

は、そんな家族が思い切って頼れ

る存在でありつづけたい。

「栗源第一薪炭供給所」で就労継続支援B型の支援員として働く

大西一馬さん（25）は、高校・大学と寮生活をし、畜産の勉強に青

春を捧げた。就職活動中に福祉楽団を知って実習に参加し、「障害の

ある人へのイメージが変わった」「この法人は農業に真剣に取り組んで

いる」と感じたことで、入職を決意した。入職4年目に突入した現在

は、「農業×福祉」に留まらず林業にもかかわり、農林事業課には欠

かせない存在になっている。

農業を通じて「自然」に向き合うが、支援員という立場では、障害

のある「人」にも真剣に向き合う。「利用者さんのできる作業が増え

た」と、やりがいをうれしそうに語ることができるのは、日々の努力

があるからだ。彼が書いたケア記録（ケアコラボ）を見ると、利用者

さんがした作業内容やその評価、感想などが、育成の視点で詳しく

書かれている。それは「当たり前」のことかもしれないが、「当たり前

に
・・・・
行うこと」の難しさが伝わってくる。

「食べ物が食卓に並ぶまでの難しさや楽しさを、世の中の人に知っ

F A M I L Y

W O R K E R

てもらいたい！」という想いが彼に

はある。どう発信するかは模索中

だが、「芋掘り体験」の企画はその1

つだ。体験後のお客様の笑顔や、

「アトラクションの添乗員のようだっ

た」という感想を聞けば、彼自身も

楽しみながら説明していることが想

像できる。林業に関してはまったく

の素人であったが、木工職人であり

所属課長の照井大さんから少しで

も技術を学ぼうと悪戦苦闘し、

チェーンソーなどの機器の扱いも手慣れてきた。「照井さんに一日

でも早く追いつきたいです」と意気込む彼からは、職人の気質が

垣間見える。

今後の目標は「（千葉県）香取市で一番の芋をつくること」だと語

る。彼の汗からは、農業の大変さや社会の　　　　　　　　　　

厳しさと戦いながらも、目標に突き進む強い　　　　　　　　　　

想いが溢れている。

「僕はね、今の生活が好きなんですよ」。そう語るのは「杜の家なり

た」のショートステイを利用中の麻生祥二さん（79）だ。祥二さんは

2019年から2021年まで「杜の家なりた」の特養に入居していた。娘

の
  えり   

恵利さんは入居前の様子を「ねたきり車いす生活」と表現されてい

たが、入居後はケアワーカーのかかわりで、祥二さんの歩く力や生活

への想いが少しずつ引き出されてきた。ある日、恵利さんはケア記録

（ケアコラボ）にアップロードされた動画を見て、杖を片手に「ねたき

り車いすのお父さん」が歩いている姿に驚いたという。

特養を退所後、祥二さんの故郷の北海道に家族で旅行をした。娘の恵利さんは写真中央



text : 
地域ケアそうか
上原 遥

草加市（埼玉県）の相談事業を受託

text : 
理事長
飯田 大輔

text : 
ケアチーム
上野 興治

「ケアマイスター」は、介護の技術や知識に関する福祉楽団独自の認

証資格で、法人が目指す「科学的な根拠に基づいたケア」に沿って試

験を行なっています。10月に今年度の「シルバーケアマイスター」試験

が実施され、新たに2名が合格しました。「杜の家やしお」の伊藤
たかあき

孝哲

さんは「レポート課題では、排泄がなぜ人間の尊厳につながるのかわ

シルバーケアマイスター試験に 
2名が合格！

かった。    実技評価では、自分

自身ができていることがわ

かって自信になった。試験を

とおして新たな課題が見つけ

られたのもよかった」という。

今後は「11年間積み上げてき

たケアの経験を、次の世代

に伝えてゆきたい」と抱負を語ってくれました。

杜の家やしお 生活支援課
ユニットリーダー

伊藤 
たかあき

孝哲
地域ケアよしかわ 
訪問介護チーム リーダー

菊池 
りょう

諒

シルバーケアマイスター合格者

相談支援

属性や世代を問わない相談
断らない相談

参加支援

既存の地域資源の
活用方法の拡充

地域づくり

住民同士の顔の見える
関係性の育成支援　埼玉県草加市の「重層的相談支援体制整備事業」を受託し、

2022年10月1日から「地域ケアそうか」がはじまりました。子どもか

らお年寄りまで、国籍の違いや障害のあるなしを問わず、どんな人の

どんな困りごとも受け止め、解決に向けて一緒に考えます。孤立して

いる人がその地域で活動するきっかけをつくったり、安心して過ごせる

居場所を見つけたりして、伴走していく事業です。ゆくゆくは、訪問

P R O J E C T

T R A I N I N G
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A C T I O N

2年目研修を実施
理念に立ち返り、明日への1歩を！

text : 
杜の家なりた
古山 弘人

　10月17日、茨城県笠間市にあ

る「エトワ笠間」で、入職2年目の

職員15名を対象にチームビルディ

ング研修を実施しました。目的は

「理念の再認識」と「自己理解・

他者理解」です。リラックスして研修に臨めるよう、会場は非日常

的な山奥を選びました。午前はグループワークを中心に、「自分と他者

を知る」や「福祉楽団っぽさを考える」ことをしました。お昼はあいに

くの雨でBBQはできませんでしたが、室内で食べた高級牛ヒレ肉は

好評でした。午後は「理念」を再確認したうえで「アクションプラン」

をつくり、みんなに宣言しました。参加者からは「狭くなっていた視野

を広げることができた」などの感想が聞かれました。入職4年目で事

務局をやらせてもらいましたが、私も法人の考え方を再確認できる時

間となり、明日への一歩を踏み出すきっかけと

なりました。

介護やケアプランの相談など「生活を整える」機能も充実させてい

く予定です。不慣れですが、精一杯がんばり

ますのでよろしくお願いいたします！

　9月30日に東京・新宿で、5つの社会福祉法人による経営情報交

換会を開催しました。福祉楽団のほか、「ゆうゆう」（北海道）、「ラ

イフの学校」（宮城）、「愛川舜寿会」（神奈川）、「みねやま福祉会」（京

都）の経営陣がリアルに集合しました。経営課題を共有したほか、

５つの法人で
経営情報交換会を行いました

退職金制度の話題では法人によって

考え方が異なりおもしろかったです。

また、「社会福祉法人の経営と税制」

と題して、税理士の星川望さんから

講演をいただきました。講演では領

収書などを電子化して保存する電子帳簿保存法の説明があり、事務

体制に大きなインパクトをもたらしそうです。
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C O V E R  S T O R Y
杜の家くりもと 施設福祉サービス部 生活支援課 ユニットリーダー

text : 
コーポレート統括部
原田貴征

一緒に写っているのは、同じ「杜の家くりもと」で働く岩井
めぐみ

恵美さん。幼

稚園から高校までを共に過ごした仲良しです。先に入職した岩井さんが林さ

んを誘ったのだとか。チームの連携がスムーズなのも納得です。幼なじみで

地元の福祉の一部を支えているなんて、素敵ですね。

杜の家やしお／ショートステイ
帰宅時の荷物の戻し忘れが続いており、物の紛失も増えてい
ます。多少は仕方がないですが、連絡すらないことがあります。

ご利用者やご家族などからハガキやメールなどで
寄せられた「声」に対して、職員がお答えします。

V O I C E

お
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し
ま
す

申し訳ありません。今後は荷物確認の方法を見直すとともに、どの

職員でも確実に対応ができるようマニュアルを作成し、再発防止に

努めます。また、忘れ物に気づいた際は、すぐにご連絡いたします。

阿部 恵祐
杜の家やしお
施設福祉サービス部 生活支援課 課長

01 職員住宅の整備をすすめています

03 「だれでも食堂」 やってます

「杜の家やしお」では毎月第４日曜日に、地域のだれもが参
加して食事ができる『だれでも食堂』を開催しています。11
月は焼き芋パーティーを実施し、子どもたちや高齢者、学生
やその両親など計40名以上が参加しました。

2022年6月から10月まで法人内で「介護職員実務者研修」
を実施しました。内容は、添削課題（19回）、オンライン授
業（46時間）、医療的ケア演習（1日）の3本立て。演習
以外は福祉楽団の職員が科学的なケアの視点を交えて講
義を担いました。20名の修了者がこれから介護福祉士の
資格取得を目指します。

介護職員実務者研修が修了しました02

ご
意
見

杜の家くりもと／特別養護老人ホーム
施設に確認したいことがあり2回ほど電話をしたが、折り返し
の連絡がありませんでした。責任をもって対応してほしいです。

お
答
え
し
ま
す

職員間の伝達がうまくできておらず、折り返しのご連絡がされない

ままとなってしまい、申し訳ありませんでした。職員間で共有する体

制を再度徹底し、同様のことがないように改善してまいります。

多田 里奈
杜の家くりもと
施設福祉サービス部 生活支援課 課長

ご
意
見

クリスマスや年末年始の食卓に「恋する
豚研究所」のお肉をご利用ください。
Yahoo!ショッピングからもご利用いただ
けます。

「恋する豚研究所」をご利用ください04

●新・地域ケアそうか 事業部長
　中村麻里（旧・地域ケアよしかわ 事業部長）
●新・地域ケアよしかわ 事業部長　
　松本亜季（旧・地域ケアよしかわ ケアマネージャー）

人事異動のお知らせ（2022年10月1日付）05

千葉県香取市の栗源地区で単身者用職員住宅 12戸の整
備をすすめています。栗源地区にはアパートがなく、職員
の住まいの確保が難しい現
状があり新たに整備するも
のです。完成は11月末で、
12月から入居可能となりま
す。総事業費は1億2千万
円です。


